
 

 

キャリア教育 
(1) キャリア教育の全体構想 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

家庭や関係機関との連携 各 教 科 特別の教科 道徳 学級活動 生徒会活動 学校行事 

・学年懇談会、保護者会、

学校だより、学年だより

等、あらゆる機会を通し

て家庭との連携を深め、

協力して進路について

の適切な援助ができる

ようにする。 

・関係諸機関と連携を密に

し、情報交換等を積極的

に行う。 

・各教科の学習の中で、

生き方や人生の意味を

考える機会をもつ。 

・生徒一人一人が自己の

能力・適性を発見し、伸

長していける主体的な

学習を進める。 

・将来の進路を選択する

ために必要な基礎的

な能力を養う。 

・生徒一人一人の感じ方

や考え方を生かした指

導の中で、望ましい職

業観･勤労観･人生の価

値観を養う。 

・将来の職業人、社会人

としての心構えが身に

付けられるようにす

る。 

・自らの生き方について

考えを深める。 

・生徒一人一人が自らの個

性や能力、適性について理

解を深め、将来の生き方に

ついて考え、自己実現を目

指す進路学習を進める。 

・ガイダンスの機能を充実

させ、生徒に自らのよさ

を生かした生き方を考え

て行動しようとする態度

を育てる。 

・主体的･自発的な活動

の中で、生徒一人一人

が自己理解を深め、自

己の能力や興味・関心、

適性を自覚し、自己実

現ができるようにす

る。 

・奉仕活動等の啓発的活

動を通して、集団の発

展に寄与する心や勤労

を尊ぶ心を養う。 

・自分の役割を理解し、

各種行事に積極的に参

加しようとする意識を

育てる。 

・勤労･生産的な体験や

啓発的な体験等を通

して、勤労の尊さや働

く喜びが味わえるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    各 学 年 の 指 導 の 重 点 
 

第 1 学年 
 

第 2 学年 
 

第３学年 

○キャリア学習への関心を高めるとともに、自己
理解に努め、自己の適性についての関心をもた
せる。 

○将来について、夢や希望をもたせ、自己目標達
成への努力や自己実現への意欲を高める。 

○身近な職業への理解を深め、望ましい勤労観を
育てる。 

○上級学校や様々な職業を中心とした進路情報
に触れ、生き方に関する視野を広げる。 

 

○自己理解を深めるとともに目標を立て、その達
成に向けて努力する意欲を高める。 

○「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」や福祉体験学
習を通して、望ましい職業観、勤労観を育むと
ともに進路選択に対する意欲と関心を高める。 

○中学校卒業後の進路と将来設計についての学
習を通して、自己の生き方への視野を広げる。 

○職業や上級学校等に関する情報を正しく理解
させ、自らの課題として考えさせる。 

○オープンハイスクールや高校説明会等への参加、報
告会を通して、自分を見つめ卒業後の進路を具体的
に考えさせる。 

○現在の適性や希望を考えながら、主体的に進路を選
択できる姿勢を育成する。 

○保護者、各関係機関と連携をとりながら、生徒のよ
りよい将来に向けての前向きな意欲をもたせる。 

○自ら資料を集め、分析し、よりよく活用する力を育
てる。 

（生徒の実態） 
・様々な活動に意欲的に取り組み、自
分の役割を責任をもって果たすこ
とのできる生徒が多い。 

・夢や希望がはっきりせず、学校で学
ぶことと自分の将来のつながりを
捉えられずに悩んでいる生徒や進
学の不安を感じている生徒が多い。 

・友達や家族との人間関係に悩み、自
己肯定感の低い生徒がいる。 

 

（家庭・地域の実態と願い） 
・人口減少が進む故郷を盛り返して、
地元を支える人材に育ってほしい。 

・高齢化が進み、特産物の干し柿づく
りやりんご栽培等の伝統産業の後継
者不足に悩んでおり、引き継いでほ
しいと願う人も多い。 

 

・日本国憲法 ・教育基本法 
・学校教育法 
・学習指導要領 
・中教審答申 
「今後の学校におけるキャリア
教育・職業教育の在り方につ
いて」（H23.1.31） 
・『中学校 キャリア教育の手引
き』（H23.3 文科省） 

 
心豊かで、創造力と実践力のある自立した人間の育成 

    
  【友愛】 品位があり、友愛の精神に満ちた生徒 

  【創造】 自ら学び、創造的な知性を身に付けた生徒 
【剛健】 希望をもち、剛健な心身で生きる生徒 

 

学 校 教 育 目 標 

 
社会の中での役割や生き方を展望し、 

         実現を図るために必要な意欲や能力を育てる。 

～ 将来への夢をもち、自己の社会的自立・職業的自立に向けて、 

協力的・意欲的に学習や活動に取り組む生徒の育成 ～ 

キャリア教育の全体目標 

 
〔中学校における 
キャリア教育の目標〕 
○肯定的自己理解と 
     自己有用感の獲得 
○興味・関心に基づく 
   勤労観・職業観の形成 
○進路計画の立案と 
         暫定的選択 
○生き方や進路に関する 
       現実的探索 

育成すべき能力や態度（基礎的・汎用的能力） 

 
○他者の考えや立場を理解する。 
○自分の考えを伝える。 
○自分の役割を果たし、他者と協力する。 
 
 
 
 
 
 
 
 「周りの人たちに声かけや働きかけを行い、
リーダーシップをとれる」などリーダーシップ
の面を強化する。 
 ・リーダー指導 
 ・全ての生徒にリーダーを体験させていく。 

 
○自分のよさや個性が分かる。 
○自分の役割を理解する。 
○自らを律し、向上しようと努力
する。 

 
 
 
 
 
 
 「自分のよさ（長所）や優れている
ところを述べることができる」など自
己の役割の理解を強化する。 
 ・自己理解の学習を深めていく。 

 

◎キャリアパスポート 

 
○よりよい生活、生き方を目指し
て自ら課題を見いだす。 

○課題に積極的に取り組み、解決
しようとする。 

○情報収集し、計画・実行する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「調べた進路情報をまとめ、工夫
して発表したことがある」など情報
の理解・選択・処理等を強化する。 

 ・進路情報を調べてまとめ、発表
する。 

 

 
○学ぶことや働くことの意義や役
割を理解する。 

○自己の個性や興味・関心に基づ
き、よりよい選択をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 「自分は将来何のために働くか説明
できる」など学ぶこと・働くことの意
義や役割について理解を深める。 
 ・勤労観、職業観、将来について 

 

・他者の個性を理解する能力 
・他者に働きかける能力 
・コミュニケーションスキル 
・チームワーク 
・リーダーシップ 
・社会に参画する力 

・自己の役割を理解する能力 
・前向きに考える力 
・忍耐力 
・ストレスマネジメント 
・主体的行動 

・情報の理解・選択・処理 
・本質の理解 
・原因の追究 
・課題の発見 
・計画の立案 
・実行力 
・評価・改善 

・学ぶこと・働くことの意義
や役割の理解 

・多様性の理解 
・将来を設計する力 
・選択する力 
・行動力 
・軌道修正する力 
・評価・改善 

人間関係形成・社会形成能力 
【 自分と他を大切にする力 】 

自己理解・自己管理能力 
【 自分を知る力 】 

課題対応能力 
【 主体的に取り組む力 】 

キャリアプランニング能力 
【 自分の生き方を考える力 】 

◎小学校・高等学校と連携した 
キャリア教育の充実 

◎全教職員の共通理解による 
協力体制 ◎保護者との連携 

◎職場体験学習のための 
地域ネットワークの形成 

◎生徒指導の機能を生かした 
指導の充実 

◎温かい人間関係 
◎温かい学級・つながり 
◎生徒と教職員の信頼関係 

 

キャリア教育実践のための基盤 

（基礎的・汎用的能力）→ 全教育活動を通して、体系的に育成する。 



 

 

(2) キャリア教育の実践計画 

 人間関係形成・社会形成能力 

【 自分と他を大切にする力 】 

自己理解・自己管理能力 

【 自分を知る力 】 
課題対応能力 

【 主体的に取り組む力 】 

キャリアプランニング能力 

【 自分の生き方を考える力 】 

第 

１ 

学 

年             
 

12
時
間 

 
（諸調査の実施） 
 
（教育相談 5月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（教育相談 10月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 

２ 

学 

年              
 

12
時
間 

 
（諸調査の実施） 
 
（教育相談 5月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（教育相談 10月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

第 

３ 

学 

年             
 
 

14
時
間 

 
（諸調査の実施） 
 
（教育相談 5月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（教育相談 10月） 
 
 
 
 
 
（教育相談 1月） 
 
 
 
 
 

   

 

・志望学校や学科
について、一層理
解を深めること
ができるように
する。 

・自分の希望する
上級学校や職業
について、一層理
解を深めること
ができるように
する。 

○ 職業インタビュー   (7・8月) 
 

① 私の夢と進路  (5月) 

・自分の夢を具体化し、社会で自分をどう生かしていく
か考える。 

② 家庭学習の工夫 (5月) 

③④ いろいろな職業  (6月) 

・職業を観点別に分類し、職業に
ついての視野を広げる。 

⑤ 職業インタビューに向けて    (6 月) 

⑥ 職場見学のまとめ    (9月) 

⑦⑧  将来の希望と進路  (11月) 

⑫ １年間の成長の振り返り   (3月) 

⑨ 私の個性               (1月) 
⑩⑪  職業調べ         (2 月) 

・進路計画の必要性について知り、今後
の中学校生活の見通しをもつ。 

・身近な大人へのインタビューを通し
て、仕事内容や働くことの意義を理
解し、望ましい勤労観を育てる。 

○ 「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」   (10月) 
 

① ２年生としての心構え  (4月) 

⑫ １年間の成長の振り返り   (3月) 

② 家庭学習の見直し (5月) 

⑥⑦ 「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」のまとめ    (10月) 

③④ 働くことの意義と目的    (5,6月) 

⑤ 「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」に向けて    (7月) 

・自分自身を見つめ直し、今後の中学校生活や将来の生
き方について考える。 

・働くことの意義や目的について考え、勤労の尊
さや働く人々の様々な思いについての理解を深
める。 

⑨⑩ 上級学校調べ    (11月) 
⑧ 学習習慣の見直し (10月) 

・進学の意味と上級学校の種類や
体系、教育内容、特色について
知り、進路への視野を広げる。 

⑪ 職業と適性 (1月) 

・働くことの意義や喜びを実感し、望
ましい勤労観や職業観をもち、将来
の生き方について考えられるよう
にする。 

・職業によって適性があることを知り、自己理解を
さらに深め、自分の希望をもとに、進路計画を立
てることができるようにする。 

○ 職業セミナー  (12月) 
 

① ３年生の学習の見通し・最上級生としての心構え  (4月) 

○ オープンハイスクール、学校見学   (7月～8月) 
 

⑭ 新しい生活に向けて   (3月) 

○ 高校説明会・高校入試説明会   (11月) 
 

②④ 自己理解の深化   (5,6月) 

・自己の特性をより深く見つめ、将来、職業等を通じて自己実現を図ることの意
義が理解できるようにする。 

⑤ 進路情報の活用、整理    (6 月) 

⑥ オープンハイスクールに向けて  (7月) 

③ 学習方法の見直し (5月) 

⑦ 家庭学習の見直し (9月) ⑧ 進路選択に向けて    (9月) 

⑨ 自分を生かす進路    (10月) 

⑩⑪ 自分を生かす進路    (12,1月) 

⑫ 新年を迎えて    (1月) 
⑬ 受検に向けて    (2月) 


